　平成２６年度　第４回理事会議事録
開催日時：平成　２６　年　１１　月　９　日（日）　　　　９:３０　～　１２:００　

開催場所：済生会山口総合病院　２階　腎センター前会議室
出席者（理事）：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　堀　健司　齋藤康博　大平知之
河村裕介　小田真一郎　山野井健　上田亜希子　渡邊征二　茨　久典　
新町浩太郎　松永千晶　　齋藤茂治　平嶋　修　内山茂信　丹羽英彰　　　　　
出席者（監事）：齊藤右司　高山裕健　
欠席者：池田隆志
　以上、定款第33条の規程により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として茨　久典理事、議事録署名人として新町浩太郎理事、齋藤茂治理事を選出した後、次の議案を付議した。
議題１　 諸規程の変更について
堀常任理事：第７０回　平成２６年度総会議事録について諸規程が定款に沿った形になってないとの指摘があった。諸規程にある「選挙」や「選挙管理委員会」という文言は定款にはない。
よって、「総会で選任」とし「選挙」の文言を全て「選任」に変更する必要がある。また

役員選任方法においては、選任は立候補届けのあった者について
（1） 役員の定数について審議し過半数の承認により決議する。
（2） 投票により過半数の得票をもって役員候補者に選出する。ただし過半数得票者が役員の定数を超える場合は得票順に定数までの者を役員候補者に選出する。また過半数の得票を得るものが役員定数に満たない場合は、定数に達するまで再投票を行う。
（3） 定款１９条に基づき各候補ごとに過半数の承認を得た者を理事および監事に選任し、決議する。

（４）会長、副会長及び常任理事は、理事会の決議により理事の中から選定する。

といった型に変更した。これらの変更点を次回役員改選までに司法書士に改定版を審査頂き、それをもとに2月理事会へ図って決議してもらいたい。
山内会長：上記諸規程変更に関して審議する。
　採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　
議題１    については可決されました
議題２　　平成２７年度総会・学術大会（下関）

　　　　　特別講演の演題について
茨理事：平成２７年５月１７日（日）に海響メッセ下関　９階　海響ホールにて開催決定している。また、特別講演に関しては下関市立しものせき水族館海響館　展示部類展示課主任　獣医師　進藤　英朗（しんどう　ひであき）先生にお願いした。
演題名は　「〜海響館の命を守る〜　水族館で働く獣医師　」

ここで山内会長から、もう一時間　畦元将吾氏による特別講演の枠を追加してもらいたい、との依頼があった。
講演内容は政治の話は遠慮して頂く。
山内会長：特別講演の追加および講師について審議する。
　採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題2     については可決されました
茨理事：追加報告として、前日の会場準備は１８時からしか行えないのでご了承願いたい。
議題３　　総会委任状の送付について

齋藤常任理事：今までは総会までに地域理事により総会参加者および委任状の数を把握していた。目的は、総会が成立するか否かの判断の為に行っていたもので、前地域理事より人数把握の作業が煩雑である為、委任状をハガキにして投函できる様にして欲しいとの要望があった。
小田常任理事：具体的に調査した結果、数万円の費用で個人情報保護シート付のハガキが準備でき、また、ハガキは着払いで来た枚数だけ郵便料金が発生する。
齋藤常任理事：事務局としては、来年の総会資料・会誌・抄録集の印刷完了、発送時期等を見て準備期間にどれくらい必要かを再検討したいので、ハガキにするのは再来年からにしてほしい。

山内会長：委任状をハガキにするか否かについて、およびハガキの実施は再来年からにすることに関して審議する。
　採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題3     については可決されました
議題４　　平成２７年度　学術奨励賞・功労賞候補者について

堀常任理事：常任理事および地域理事と組織委員会の方からの推薦が学術奨励賞　５名　功労賞　７名あった。奨励賞は、規程により県の学術大会で３回発表が条件であるが、現在その基準を満たした方がいない。功労賞に関しては、推薦条件を満たしている方がおられる。今後、組織委員会で実績についてのデータベースを造りポイント数を調べて頂く。加えて、ポイントを満たしそうな会員には申請書を提出して頂く。組織委員会にて点数化を実施し公平な形で行える様にする。
議題５　　平成２６年度やまぐち元気フェアについて
堀常任理事：１１月１６日に柳井でやまぐち元気フェアが開催され、前日８名うち前泊者４名、当日２３名、総勢２５名の会員に参加して頂き大変感謝する。出展のブースだけでなく、他のイベントなどフェア自体に参加する事も意味のある事と思われる。例年、骨密度の測定体験コーナーが混み合う為、多めの人数配分とした。乳がん検診コーナーも触診ファントムは予備を含め３つ準備した。また、胃がんコーナーではPCを使っての説明、パネル展示はJARTのパネルや前学術委員のポスター等を貼れるだけ貼ることとした。

続いて、来年度「やまぐち元気フェア」については、平成２７年１０月１７〜１９日第２８回全国健康福祉祭やまぐち大会‘ねんりんピックおいでませ！山口大会2015’との合同実施。会場は山口きらら博記念公園　多目的ドーム。県より３日間通じて出展して欲しいとの依頼があり、会長との相談のうえ技師会では土・日の出展はできるが月曜日の出展は調整中と返事をしたが、できるだけ３日間通じて出展して欲しいとの要望があった。これに関しては会側の負担も大きい為、人件費・交通費・弁当は県側で準備するとのことである。
山内会長：技師会から最低５人は参加させたいが、出来るだけ協力する形で３日間受けることとし、出来る範囲で内容を密にすることでアピール度を上げるという形で考えている。３日間を振り分ける人員構成として参加する。
山内会長：平成27年度山口元気フェアの参加および上記事業をすることに関して審議する。
採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題５     については可決されました
議題６　来年度の女性サミット担当者（CS9）について
山内会長：来年度の担当者は山口大学医学部附属病院の近沢　苑会員、サブとして兼廣会員にお願いした。来年からは中四国フォーラムの中に取り込まれての開催予定であるが、サミットを開催しても、担当者に交通費の支給が今のところないため、山口県診療放射線技師会から負担して頂きたい。しかしJARTに関しての全国区の会議では１名分本部から支給される。よって病院より出張費が出ない場合は山口県診療放射線技師会で負担したい。
山内会長：女性サミット担当者の交通費（病院より出張費が出ない場合に限り）を山口県診療放射線技師会で負担することに関して審議する。
採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題６     については可決されました
議題７　全国診療放射線技師会学術大会　山口県開催

山内会長：2018年　平成30年　全国大会の候補地がまだ決まってないので、山口県はどうかと打診され、中四国全体でみても開催していないのは山口県のみで会員数からみても山口は岡山・広島についで多い会員数である。3年間の準備期間がある今、開催の意思表明をおこないたい。
山内会長：平成30年　全国大会の候補地を山口県にすることに関して審議する。
採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題７     については可決されました
議題８　後援申請について

山内会長：下関乳腺カンファレンス・大塚ゼミから後援依頼があった。今まで通り毎年後援しているものについては引き続き後援していきたい。
採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題８     については可決されました
議題９　山口県の治療精度向上のためのQC実施事業について

山内会長：医学放射線学会から話があり、医学物理士を国家資格に移行したいとの要望があったがJARTは反対の意思表示をした。
山内会長：山口県は下記の条件つきで賛成したい。条件として
1.診療放射線技師有資格者の受験資格　
2.理工系出身者には受験資格に専門施設での２年以上の臨床研修経験　
3.医学物理士としての職務内容（人体への照射の有無）および責任の明確化　
以上の条件つきでの賛成意見で、山口県もQCも含めた形で治療線量ビームの統一を、治療従事者メインで来年度の短期事業として行いたい。
山内会長：上記について審議する。

採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題９     については可決されました
議題１０　「日本核医学技術学会・中国・四国地方会」の助成金について

河村常任理事：前回５万円　会計上助成したが公益費に該当するという事で、支出項目に支払い助成金という形で項目を追加してはどうか。
山内会長：助成金という形で項目を追加することに関してして審議する。
採決を採る。

賛成　２０　人　反対　０　人　保留　０　人　

議題１０     については可決されました
報告事項
1. 来年度JART基礎講習について（CT検査）
渡辺学術担当理事：来年度６月に基礎講習　CT検査　を行いたいと打診している。それにともなって講師の方もCT研に依頼している。

2. 予算の中間報告

河村常任理事：山口マンモ講習会の予算を５０万円から１０万円へ変更する。また、３０万円公益事業が予算分ほど足りてないので、もっと公益費を使って欲しいとの要望があった。

3. 山口マンモグラフィ講習会技術部門について

楢崎学術担当理事：技師会からの１０万円の助成金で十分充実した会ができると思われる。会で必要な出費があれば出来るだけ公益事業費でやってもらいたい。
4. その他

山内会長：２/８に抜針の講習会を県総合保健会館にて行う。総合的な講習に変化しつつあるので抜針については今回で一旦終了、一科目１６時間必要で基礎講習を受けた５０名+５０名から順次優先的に次のステップへ進めるようにしたい。
来年総会５/１７は畦元さんに講演をお願いしたい。
齋藤常任理事：地域講習会においての講師料の支払いについてだが、YARTの諸規程にかかれている講師料と地域講習会で行う講師料は別扱いであり、地域でおこなう講習会については各地域で最低２万円から上限３万円をもってお願いしたい。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。
　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成２６年度　第４回理事会
山口県診療放射線技師会会長　　山内　秀一
代表議事録署名人　　理事　新町浩太郎
理事　齋藤茂治
監事　齊藤右司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　高山裕健　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
